
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

秋が来ました。肌寒い日も段々と増えていきますね。 

みつばち大磯 第３6号 

令和６年 11月号 

中郡大磯町生沢 491 

TEL:0463-72-5329 

FAX:0463-72-5472 

発行管理者：伊東京香 

文責：添田正直 

2023年 9月の売上は 1，

607，775円 

直近の１年間の売上は平均

1,742,142円/月 

9月の工賃 1，144，

4000円でした。 

（売り上げの 3分の２を利

用者さんに分配） 

 

 

ご

報

告 

新しい職員の紹介 

新しく職員として入った古木さんの紹介です。お名前は古木清澄さん。2024年 9月 3 日よりファームの職員と

なりました。趣味は車やバイク、たまにお酒だそうです。担当業務はルッコラ・パクチー、その他いくつか。利用者さん

と接する上で気を付けている事は「互いに理解する事。理解してもらう事」 

皆さんに一言「まだまだ何もできませんが皆さんのお役に少しでも立てるよう努めます。」 

↑西洋アサガオ(レタスハウスの横) 

イチゴの定植 

イチゴの定植が今年も行

われました。レタスハウスを

半分ほど使った大掛かりな

定植でした。ここ数年出来が

悪く、今年は原点に戻って肥

料を株元にまきました。ロッ

クウール少々、窒素・リン酸・

カリの配分肥料にマグネシウ

ム、石灰・微量要素です。でき

るだけあの真っ赤なイチゴを

一つでも多く収穫できるよ

うにファームの皆さん一同一

生懸命作業にあたりました。 

マイコプラズマ肺炎 

マイコプラズマ肺炎が流行って

いるようです。咳が長引く場合は

要注意。ここ20年余りで最多とな

っており、冬にかけてさらに流行

する可能性もあるとの事。体調に

気を付けて仕事に励みましょう。 

曲がりきゅうりを商品化 

市場に出せない曲がりきゅうりの細目の物を 4～5 本パックにしてス

ーパーに出荷しています。 

通常のきゅうり 3本詰めより先に売れているようです。 

稲刈り 

10月初句に 6月に田植えをした稲の刈り取りを

しました。右側にあるのが刈り取り機、切株を直径8

㎝位に刈り取りながら結束していきます。約 1、

000ｍ（20×50m）を5時間くらいで刈り取りまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回は 11月 14日で、トマトカレーになりま

す。 

お楽しみに！ 

11 月

4 日は

祝日で

半日で

す。16

日は土

曜出勤

です。 

 

カレー 

今回もまたトマトカレーです。実は試しに

野菜の抜型を持ってきて一部のにんじん

を星形にしてみました。しかし素揚げする

と縮んでしまい、星の形とはわかりにくく

なる上に一つ一つ型を抜くのが予想以上

に手間がかかる事もあって野菜の抜型を

使うのは今回限りになりそうです。  
星型のにんじん 

出勤日のお知らせ 
日本いちじく 

新福祉ショップ「AOBATO」への出品について 

 横溝障害福祉センター2 階で予定していた農家レストランを大磯町から無理難題を突きつけられたことから

断念した事は先に報告しました。 

実は続きがあって、今年の 6月 1日からジャム等の瓶詰め商品が食品衛生法の改正（個室、シンクが 2槽以

上、コック式の手洗い場の整備されたところでの製造の義務化）により、これまで製造していたトマトの作業所

の片隅の厨房での生産ができなくなりました。そのことは保健所から通知を受けていたので承知していたので

すが、4 月から障害福祉センターの小厨房の使用許可が出ていたので、そこで製造するつもりでなんの対応も

採っていませんでした。 

瓶詰め品はジャム 3 種（青トマト・赤トマト・いちぢく）・ミニドライトマトのオリーブオイル漬け・蜂蜜の 5 品目

で、大磯町ふるさと納税品としても出店しています。5月31日までに2ヶ月分の在庫を持って、法令とおりに

生産を中止としましたが、大磯町から小厨房の使用許可がいただけず、8 月中旬には欠品してしまい、ふるさ

と納税品の受注を停止するという事態に陥りました。 

製造を中止した 6月以降も大磯町福祉課に何度も小厨房の 2日/月程度の使用許可を求めましたが返答は

なく、8 月下旬のショップの大磯町との打ち合わせ時にもそのことを申し立てましたが、ショップとは別の話と

言われ、翌日直接福祉部長に電話で話し合いの日程をいただきたいと訴えましたが「9 月議会が始まるのでそ

れどころではない」との回答に、「議会ファースト･住民セカンドかよ」と抗議の意志表示としてみつばち大磯

は、横溝障害福祉センターにオープンする福祉ショップに出品しないことを大磯町に告げました。 

 10 月 31 日のオープンセレモニーでは大磯町からテープカット等の参加を求められましたが、厚顔無恥とはこの

ことだ。添田はみつばちの代表として、また 3 団体の福祉作業所等連絡会の代表としても欠席する旨を申し立てた

事は言うまでもありません。（本庁のショップ「あおばと」は、みつばち大磯が主体となって開店した経緯もあり、顧客

も多くおられるので出品は継続する。） 

これらの瓶詰商品は、ヤオマサ大磯店・ほっこり・大磯迎賓館で販売し、お客さんから欠品に対する問い合わせも

頂いていますので、現状を打開すべく製造に向けての対応を模索しているところです。 

9月初旬にいち

じくが最盛期を迎

えました。JA直売

所とヤオマサ大磯

店で 1P500 円

で販売しました。 


